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随 想

第55回 全 米 泌 尿 器 科 学 会

京都大学 医学部泌尿器科学教室 友 吉 唯 夫

第55回(1960年)全 米泌尿器科学 会は5月16日 か ら4日 間Chicago市 のPalmerHouseに て開催

された.参 加人数 は事務局の発表に よると会員即ち泌尿器科専門医619名,泌 尿器科 のJuniorAttend-

ingMenな どを含むGuests317名,及 び泌尿器科Residents139名,計1,075名 であつて連 日会場

を 埋め つ くす盛況 であっ た.

PalmerHouseは 豪華 なホテルであ る.先 ず発表内容を分類 しなが ら概観す ることに よつて最近 の

傾 向を探ってみたい.

1.診 断手 技及びX線 に関す るものと しては,経 直腸的前立腺 バイオプシーが的中率において他法に優

れてい るとい う発表が125例 の経験に もとついて行われた他,最 近流 行のCineradiographyを 用 い

たものが,尿 道筋作 用の研究,尿 管逆流現象を もっ小児の膀胱 及び上部尿路 の研究等計3題 あつた.

排尿機構を正 常の場合,前 立腺摘 出後,先 天性後部尿道弁膜形成例な どにおいて描 き出 してお り,排

尿時の尿管 口と後膀胱頸部 との関係即ち三角部筋群の作用,女 子尿道 括約 筋の存在 な ども併せて フイ

ルムにて示 された.

2.尿 路感染症 に関す る 口演は2題 のみで,一 っはPseudomonasIrfectionに 対す るColy-Mycin

の応用,他 は間質性膀胱炎に抗 ヒス タ ミン剤の効 くのは本症が肥絆細胞(MastCe11)の 出す ヒス タ

ミソに よるとい う主 旨のものであつた.

3.泌 尿器外傷に関する ものは腎穿通性 外傷98例 を まとめたTexasのDr.Carlto11の 発表1題 で

あるが,一 般に外傷の頻度は 日本 よ り多い よ うに思 う,

4.腎 機能に関す る ものはMichigan大 学 のStopFlowAnalysis1例 のみであつた.

5.腫 瘍に関係 した ものはかな り多かった,泌 尿性器 系腫瘍 の手術 中,循 環血流中の腫瘍細胞 出現率を

研究 した ものはDr.Jonnasonが 女性であ ることも手伝って多大の拍手を呼んだ.彼 女はWilms'

Tumorに 於 ては100%,膀 胱腫瘍では35%に 血 流中腫 瘍細胞 を証 明 している.但 しこれ ら細 胞の臨床

的意義にっいては細胞 自体の能力 と宿主抵抗性 の点か ら疑問 の余地が あると結論 した.

睾丸腫瘍 については3題 もあつた.睾 丸間質性腫瘍70例 を まとめた ものがWashington,D.C.に

あるTesticularTumorRegistryのDr.Mostofiに よつて発表 された.全 国的な研究組織を もた

ない我国では分散酌 な症例は あって もこの よ うに多数例を まとめ ることは不 可能である.他 の2題 は

Michigan大 学の睾 丸腫瘍178例 の観察,NewYork,MemorialHospitalの 畢丸腫瘍の転移に

対す る化学療法 といった ところであ る.

膀胱 癌に対す るCobalt60照 射療法が5年 生存率を25%に 引上げた とい うのが膀胱腫瘍に関する唯

一 の発 表であるが ,膀 胱癌はすでに論議 しつ くされた話題 なので あろ うか.

尿路性器 の悪性腫瘍の肺転移巣に対 し肺 切除を行った とい うBuffalo大 学 の発表はむ しろ胸 部外科

の問題 であろ う.Columbia大 学 の上皮小体腺腫 と結石症 との関係を70例 につ いて論 じた 報 告 は

TRPtestを 指標 と して結石症患者の上 皮小体を手術 的に検 索す るのが よい と結論 した.

6,手 術 に関す るものは断然多 く,そ の大部分は天然色映画 にて示 された.こ れが実験数値の羅列の多

い 日本 の学会 よ りも楽 しさを倍 加 している.計17も の発表が あったので,そ の全部を列記する ことは

で きないが,比 較 的 目新 らしいところでは高血圧 に対す るRenalVascularSurgery,尿 管逆流現

象 に対す る尿管膀胱新吻合術の種 々の方法,古 典 的な ところでは恥骨後前立腺摘 出術500例 の結果的考
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察 といった ようなものや各種尿路奇形に対す る手 術,前 立腺手術な どがみ られた.実 験的な ものが1

題 あって犬尿道を括約筋を も含 めて切 除 し,そ れ を脱粘膜化 したIleumSegmentで 置換 したMas-

sachusettsGeneralHospita1の 発表 である.

7.TURに 関 しては先ず所謂Post!rURSyndromeが 細胞外性低 ナ トリウム血症 にもとず くもの

でその防止に高張食塩水が よ く,併 せて低圧灌流を提唱 したTexasのDr・Ceccarelliの 発表 ・っ

ついてTUR中 の電解質の変化は臨床 的意義 がない と結論 したCaliforniaのDr・Whisenandの

発表が あつた.追 加討論 としてMinneapolisのDr・CreevyはTUR中 血圧 をシヨツ ク近 くまで

下げ ることが よ く,灌 流圧はTUR中 視野を充分 見える ようにす るた め確保 して差支えない と述 べ

た.MayoClincのDr.GreeneはTUR後 の膀胱頸部Contructureは 当部 を深 く切除 しす ぎ

たための搬痕形成に基づ くものであ るか ら膀胱頸 部に タツチせずに腺 腫のみに切除 を行え と主張 し注

目されたが,か か る経験な しとい うAtlalltaのDr.McDonaldの 反論 もあった.

8.注 目の特別講演はDr.ReedM.Nesbitの 喝壕 だ希望 のもて るUreterosigmoidAnastmosis"

と題す るもので,多 数症例が腎孟像,電 解質 ともほぼ正常 に経過 して10年 以上生存 している事実を も

とに,過 塩素性酸血症は必ず しも起 らず,逆 行性感染は 吻合 を工夫す ることによつて防げるか ら見捨

てた ものでは ないとい う主 旨で,す でにか え りみ られな くなつた本法を根気 よくFollowupし てい

る点は さすがで あ り,流 行を追 うことが学問でない ことを感 じさせ るものであった.

g.panelDiscussionが3っ あった.先 ずDr.H.M.Spendeの 司会で行われた尿管逆流現象 に

つ いてのDrs.J.A.Huch,W.F.Leadbetter,V.F.Marsha11,C.M.Stewart等 の討論は

本学会中 の白眉 で,病 因,診 断方 法,治 療 な どを多角的かつ具体的に論 じ極 めて程度 の高い ものであ

つた.討 論者 間には極端 な意 見の対立がみ られた.例 えばDr.Hutchが 本現象は尿管膀胱接合部の

解剖学的 な欠陥 で説明で き膀 胱頸 部狭窄に起因す るのは5%に 過 ぎぬ とい うのに対 し,Dr.Stewart

は90%は 後者が原因だ といった如 きであるが決 して感情 の対 立に発展 しないDr.Marshallは 臨床

的原因 と して御得意 のMegacystitisを 強 調,Dr.LeadbetterはPyelonephritisと の関係に注意

を促 した.治 療 法で も尿管 膀胱 新吻合術を行 うとい う前三者 と行わない とい うDr.Stewartと の間

に意 見は 対立 した.第2のPanelDiscussionはPyelonephritisに ついてであ り,Dr.V.J.

0'Conorの 司会で行われたが,こ れは逆に聴衆に満足を与えなかつた.学 会の最後 に行われた 竃秘 尿

器科領域 におけ る出血 の問題"と 題す るパネルは病理学者1人,内 科1人,外 科か ら2人 の論者を動

員 してDr.R.H.Flocksの 司会で,地 味では あるが最近の凝血学 説,内科的及び外科的止血剤の問

題,手 術 中に於け る血管損傷 の処置,前 立腺手術 の術中及び術後の出血 の問題な どが順次論ぜ られ,

学 ぶ ところがあつた.止 血剤 の効果 は期待 できない とい う結論であった よ うだ,

大 体以上の よ うであ るが 日本 の学 会で 目立つて多 くなつた といわれ る性現象や性ホルモ ン関係 の もの

(泌尿紀要本年第3号 編集後記 参照)が ほ とん ど見あた らない.最 後のパネルが終 ると聴 衆はどっと会

場 を去 りDr.Burnsの 閉会の辞 と次期 会長の紹介に残つた者は数 える程 しかいなかった.そ うい うこ

とに居残 ることの余 り興味 のないこ とは よく分る し日本 の学会で も多少 ともその傾向があ る が これでは

会の形 が くずれて しまい,Dr.Burnsが"PleaseStay1!,,と 声 を大に して叫んだのも無理はない。た

だ気持の よかった のは 口演時間が厳重 に守 られた ことで与 え られた時間内に終了 しな い もので も会長が

す ぐにそ ぼへ寄って きて"Thankyouverymuch"と いつて マイ クを取 り上げ るので強引な続行は不

可 能であ る.尚 明1961年 はLosAngelesに て会長Dr.」.E.Heslin(Albany,N.Y.)の もとに行わ

れ る.

大阪市大 外科 の原 田助教授 も多忙 な旅程 中に拘 らず屡 々会場へ姿 を見せ られた.氏 は人工膀胱に 関す

る研研(J。Uro1.,81754-762,1959)が ア メ リカ形成外科学会 の最高賞を得たのを機 会に渡米 されて

いたのであ るが,そ のOriginalityの ある業績が 日本よ りもむ しろ外国に於 てよ り高 く評価された とい

うことは 日本医学 の外国依存性の一面で もあ る.

会期中のChicagoは 天候 に恵 まれず ・折か らパ リの四大首脳会談がU-2機 事件をめ く・つ て決裂 し

た ことをChicagoTribuneが 報 じて世界平和 の前途 に暗い波紋がなげ られた.

最 後に米国に留学中の医学徒 としてひ とっ気になる ことをつけ加え る・それはAmericanMedical

Associationを 中心に外国人医師 に対す る排斥運動が陰 に陽に盛ん とな り・最近LOOKと い う週 刊雑

誌(発 行部数570万)に きわめて露骨 な記事がのつた ことがある・心あ るものの プライ ドを傷つけ る内容

であ り,彼 等の優越感 のあらわれな らそれで よいが・ 国家主義的傾 向に支え られた もの とすれば他国か

ら学ぽ うとい う意欲に乏 しいアメ リカ医学の限界をそ こに見 るよ うな気がす る.

(1960年5月30日 記)




